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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
広
報
紙
で
決
算
と
予
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
実
質
収
支
額
は
３
億
１
，
１

　
８
８
万
円
の
黒
字

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
の
決
算

額
は
、
69
億
４
，
９
１
８
万
円
で
、
昨
年

と
比
較
し
て
１
億
９
，
０
９
７
万
円
（
約

２
・
８
㌫
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
会
計
歳
出
の
決
算

額
は
、
65
億
９
，
１
９
３
万
円
で
、
前
年

度
対
比
で
は
３
億
１
，
７
０
９
万
円
（
約

５
・
１
㌫
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
該
年
度
の
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
額

か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
（
事
業
の
繰
越

し
で
翌
年
度
に
使
う
経
費
）
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
平
成
26
年
度
で
は

３
億
１
，
１
８
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
決
算
額
の
主
な
増
加
要
因
は
、
財
政
状

況
が
悪
化
し
て
運
営
が
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
支
援

や
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
繰
越
事
業
の
実

施
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
決
算
額
を
町
民
１
人
当
た
り
で
計
算
す

る
と
、
収
入
は
62
万
２
９
５
円
で
す
。
こ

の
内
訳
を
性
質
別
に
見
ま
す
と
、
町
税
や

各
種
使
用
料
な
ど
町
が
直
接
受
け
取
る
自

主
財
源
が
17
万
４
，
１
６
０
円
、
地
方
交

付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
の
借

金
で
あ
る
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が

44
万
６
，
１
３
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
町
民
１
人
当
た
り
の
支
出
は
、

58
万
８
，
４
０
８
円
で
す
。

　
歳
出
の
性
質
的
内
訳
に
つ
い
て
は
、
義

務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
）
が
28
億
３
，
４
４
２
万
円
（
43
・
０

㌫
）、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業

費
）
が
17
億
５
，
９
４
９
万
円
（
26
・
７

㌫
）、
そ
の
他
の
経
費
（
補
助
費
・
物
件

費
・
そ
の
他
）
が
19
億
９
，
８
０
２
万
円

（
30
・
３
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
状
況

平成26年度

■平成26年度一般会計・特別会計歳入歳出額

一
般
会
計

歳入項目 歳　入　額 町民１人当たり

自
主
財
源

町 税 ９億0,301万円 80,604円

繰 入 金 ４億4,480万円 39,704円

分担金・負担金 １億0,890万円 9,720円

そ の 他 ４億9,441万円 44,132円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 22億3,317万円 199,337円

国 庫 支 出 金 12億0,439万円 107,506円

町 債 ８億5,634万円 76,438円

県 支 出 金 ４億9,034万円 43,769円

そ の 他 ２億1,382万円 19,085円

合　　計 69億4,918万円 620,295円

歳出項目 歳　出　額 町民１人当たり

民 生 費 18億0,560万円 161,171円

土 木 費 10億2,847万円 91,803円

教 育 費 ８億4,610万円 75,525円

公 債 費 ７億9,861万円 71,286円

総 務 費 ７億7,607万円 69,273円

衛 生 費 ７億5,796万円 67,657円

消 防 費 ２億5,365万円 22,642円

農林水産業費 ２億1,047万円 18,786円

議 会 費 8,278万円 7,389円

商 工 費 3,222万円 2,876円

災 害 復 旧 費 0万円 0円

合　　計 65億9,193万円 588,408円

特
別
会
計

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

国 民 健 康 保 険 19億4,794万円 18億4,055万円

介 護 保 険 14億0,247万円 13億3,894万円

後期高齢者医療 １億3,583万円 １億3,373万円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

水 道 事 業

１億5,262万円 １億2,408万円

資本的収入 資本的支出

１億6,000万円 ２億0,203万円
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■平成26年度決算に係る財政健全化判断比率

■平成26年度決算報告

町税
9億0,301万円県支出金

4億9,034万円

繰入金
4億4,480万円

自
　主
　　財
　　　源

依
　存
　財
　　源

その他
4億9,441万円

その他
2億1,382万円
3.1％

地方交付税
22億3,317万円
32.1％

町債
8億5,634万円

分担金・
　負担金
1億0,890万円
1.6％

13.0％

71.9％

17.3％

12.3％

7.1％

6.4％

7.1％
28.1％

国庫支出金
12億0,439万円

民生費
18億0,560万円
27.4％

土木費
10億2,847万円
15.6％

12.8％ 教育費
8億4,610万円

11.5％

衛生費
7億5,796万円

公債費
7億9,861万円
　　12.1％

総務費
7億7,607万円
11.8％

消防費
2億5,365万円
3.8％

農林水産業費
2億1,047万円
3.2％

議会費
8,278万円
1.3％

商工費
3,222万円  0.5％

災害復旧費
0万円
0.0％

 【歳入項目の説明】
●町税　町民税や、会社の法人税など

●その他 ( 自主財源 )　施設使用料や証明書発行

手数料、預金利子や前年からの繰越金など

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●繰入金　基金を取り崩して受け入れたもの

●地方交付税　一定の住民サービスが出来るよう

に、各市町村の実情に応じて国から交付される

もの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担金

や補助金

●町債　道路など社会資本整備のための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金や

補助金

●その他 ( 依存財源 )　国から配分される地方譲

与税や利子割交付金、ゴルフ場利用税などの各

種交付金

 【歳出項目の説明】
●民生費　老人福祉や児童福祉、障がい者福祉な

ど、町が行う福祉事業全般にかかる経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●教育費　義務教育にかかる経費や、公民館活

動・保健体育活動など社会教育にかかる経費

●公債費　町債を毎年返済するための経費

●総務費　町の運営や財産の管理に使った経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、し

尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経費

や、防災にかかる経費

●農林水産業費　各種農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●災害復旧費　災害の復旧のための経費など

一般会計歳出総額

65億9,193万円

一般会計歳入総額

69億4,918万円

　上の一覧表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ

る指標で、財政健全化判断比率の４指標を用いて町財政の実態を明ら

かにします。

　本町では、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、一

般会計および特別会計で赤字額がないため、比率はありません。

　平成26年度の本町の財政状況は、上の一覧表から分かるように、国

が示した「早期健全化基準」および「財政再生基準」を下回っており、

健全な状態であると言えます。

区分
本町の健全
化判断比率

早期健全化
基　　　準

財 政 再 生
基　　　準

備考

実 質 赤 字 比 率 ― 15.0 20.0 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字比率 ― 20.0 35.0 全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 6.8 25.0 35.0 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率

将 来 負 担 比 率 43.1 350.0 ― 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
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10
月
３
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
郡
内
５
町
に
よ
る
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓
発
イ
ベ
ン

ト
「
男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

第
４
回
上
益
城
大
会
in
こ
う
さ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
上
益
城
地
域
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
よ
り
多
く
の
人
に
周
知
す
る
と
と

も
に
、
事
業
に
対
し
て
の
積
極
的
な

参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

上
益
城
地
域
男
女
共
同
参
画
連
絡
会

議
が
主
催
。
町
内
外
か
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
て
、
な
ご
み
太
鼓
の
演

奏
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
甲
佐
町
男

女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会
に
よ

る
寸
劇
や
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

野
田
亜
紅
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　10月21日（水）上早川の鴫山（しぎやま）

で、龍野小学校（佐藤敬之校長132人）の自

然学習会が開催されました。

　同教室は、児童たちが自然に触れて豊かな

心をはぐくむことを目的に同小が主催。地元

住民で結成された里山クラブ鴫やま（井藤直

行会長）の指導の下、まき割り体験や竹の箸

と器づくり、野山の木の実を集めて紙皿に貼

り付けるクラフトパンチなどで楽しみました。

　野外体験した児童たちは「竜野の自然の中

で遊べて、楽しかったです」と話しました。

県童話発表会で最優秀賞受賞
大瀧結衣さん（龍野小６年・上早川二区）

互いが尊重し合える社会へ 
男女共同参画啓発イベントを本町で開催

自然に触れてはぐくむ心
龍野小が上早川の鴫山で野外体験教室

▼県童話発表会で最優秀賞を受賞した大瀧さん（龍野小６年・上早川二区）

▲上早川の鴫山の作業場でまき割りを体験する児童たち

▼

寸
劇
を
披
露
す
る
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会

　

10
月
３
日
（
土
）
熊
本
市
南
区

で
開
催
さ
れ
た
県
童
話
発
表
大
会

で
、
大
瀧
結
衣
さ
ん
（
龍
野
小
６

年
・
上
早
川
二
区
）
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

児
童
が
童
話
に
親
し
ん
だ
り
創

作
活
動
を
活
発
に
し
た
り
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
で
、
読
書
意
欲

の
向
上
を
図
り
豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、
県
立

図
書
館
が
主
催
。
県
内
地
区
予
選

か
ら
選
ば
れ
た
23
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
表
現
力
豊
か
な
童
話
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
瀧
さ
ん
は
、
９
月
に
開
催
さ

れ
た
郡
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
郡
代
表
と
し
て
出
場
。『
ク

ワ
ガ
タ
と
少
年
』（
大

村
あ
つ
し
著
）
を
個
性

豊
か
に
発
表
し
、
県
大

会
で
も
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

週
に
２
〜
３
冊
ほ
ど

本
を
読
ん
で
い
る
と
い

う
大
瀧
さ
ん
は
、「
主

人
公
の
気
持
ち
に
な
っ

て
発
表
し
ま
し
た
。
発

表
し
て
い
る
と
き
、
涙

を
流
し
な
が
ら
感
動
し

て
い
る
観
客
の
人
も
い

て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
最
優
秀

賞
を
受
賞
で
き
て
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　10月４日（日）市街地の大井手川周辺で、「陽

気マルシェ・甲佐蚤（のみ）の市」が開催されま

した。

　空き家や空き店舗が目立つ商店街の活性化など

を目的に甲佐町商工会青年部（大滝祐輔部長）が

主催し、今回で３回目。町内外の店舗などから日

用雑貨やアクセサリー、家具、衣料品、陶芸品、

飲食店など約80団体が出店。各地から訪れた来

場者は、市街地の風景や大井手川のある町並みを

楽しみながら、出店者の商品や作品などを手に

取ったり品定めをしたり、店主との会話を楽しん

だりして、甲佐町の秋の催しを満喫しました。

　会場では、大道芸人やアコースティックバンド

の「ゲリラライブ」や豪華賞品が当たる抽選会も

開催され大盛況。また、町内の名所を巡る観光バ

スツアーなども企画され、大いににぎわいを見せ

ました。

　熊本市から訪れた20代の女性は「雑貨や陶器

などの掘り出し物を見付けられて楽しかったです。

次回もまた来場したいです」と話しました。

　

10
月
27
日
（
火
）
竜
野
保
育
園
で
、

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
（
吉
本
征
一
郎
園
長
）
で
は
、

20
数
年
前
か
ら
保
護
者
に
よ
る
幼
児

交
通
安
全
ク
ラ
ブ
「
マ
マ
が
ま
も
る

隊
」
を
結
成
。
毎
年
、
同
隊
メ
ン

バ
ー
が
交
通
安
全
教
育
に
関
す
る
研

修
会
を
受
講
し
て
教
室
開
催
に
取
り

組
み
、
園
児
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る
よ
う

に
、
人
形
劇
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
寸

劇
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
交
通
安
全
に
注
意
す
る
こ

と
や
信
号
機
ク
イ
ズ
な
ど
を
親
子
な

ど
に
ふ
ん
し
た
寸
劇
で
演
じ
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
を
園
児
た
ち
は
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

　10月23日（金）町内各地で、甲佐町建設

業協会（山形學会長）が道路の草刈りボラン

ティアに取り組みました。

　町内の建設業者で構成される同協会の社会

貢献活動の一環として、各社から20人が参加。

２班に分かれて、県道今吉野甲佐線や甲佐大

橋周辺などで草刈りを実施しました。

　役場駐車場で行われた出発式で、山形会長

は「災害時の支援をはじめとして、町内の住

民に皆さんのために貢献できるように活動し

ましょう」とあいさつしました。

草刈りで道路の安全を
甲佐町建設業協会がボランティア活動

▲道路の草刈りボランティアに務める協会会員の皆さん

若者でにぎわう秋の催し　
「甲佐蚤（のみ）の市」を商工会青年部が主催

▲町内外から約80団体が出店して開催された「陽気マルシェ・甲佐蚤
（のみ）の市」。多くの若者たちが来場し、にぎわいを見せる市街地

▼

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
寸
劇
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

交通安全を学んで守ろう
竜野保育園で保護者らによる交通安全教室
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農
業

町産業振興課　TEL 096‒234‒1176（内線 155）　 klg206@town.kosa.lg.jp

■
「
青
年
就
農
給
付
金
」
受
給
者
の

　
募
集
に
つ
い
て

　「
青
年
就
農
給
付
金
」
と
は
、

●
青
年
就
農
給
付
金
「
経
営
開
始
型
」

【
内
容
】

【
給
付
額
】

【
要
件
】

【
受
給
要
件
】

●
青
年
就
農
給
付
金
「
準
備
型
」

【
内
容
】

【
給
付
額
】

【
受
付
期
間
】

青年就農給付金受給者
を募集しています

詳しくは町産業振興課にお問い合わせください

292,126円

3,929人

（単位：人） （単位：円）

3,855人

3,703人

3,531人

298,788円

304,853円 304,470円

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
国
民
健
康
保
険
財
政
の
危
機
を
救

　
う
た
め
に
は
医
療
費
削
減
が
重
要

●
町
国
保
加
入
者
の
医
療
費
（
保
険
給

　
付
費
）
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

●
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
自

身
も
国
保
財
政
も
健
全
化

　 ■町国保加入者と１人当たりの医療費（保険給付費）
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）　 klg202@town.kosa.lg.jp

■
11
月
は
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

　
イ
オ
レ
ン
ス
防
止
推
進
月
間
」

■
相
手
と
い
る
と
怖
い
と
感
じ
た
り

　
緊
張
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か

■
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

▼
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

ドメスティック・バイ
オレンス防止推進月間

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113 （内線 104）　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
は

　
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

11
月
30
日
（
月
）
は
「
年
金
の
日
」

▼
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

社会保険料控除証明書が
今月から送付されます

控除証明書は確定申告などの際に必要です
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町生涯学習センター図書室からの11月のおすすめ図書
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こ R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『ゆきとどいた生活』（星 新一著）

田上 愼斗くん
〔南三箇区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

性格を変えられる、または補強

できるワクチンで理想の人間に

なれる。そんな夢のようなワク

チンを開発し、会社を起こした

加藤翔子は大成功したが、ある

日突然、ワクチンの製造ができ

なくなる。その効果は20年で

切れるのにどうするのか…。自

分だったらどのワクチンをと、

つい考えてしまいます。価値観

を揺さ振られる１冊です。

実業之日本社

小説

成功・幸福の価値観を追い求める
桂 望実著 /『ワクチンＸ』

「命」を学び「こころ」をはぐくむ
大野 正人著 /『命はどうしてたいせつなの？』

感染症を防いで毎日を楽しく過ごす
竹田 美文監修 /『身近な感染症こわい感染症』

インフルエンザやノロウイルス

などの感染症に気を付けなけれ

ばならない季節がやってきまし

た。身近な感染症についても、

知っているようで実は知らない

ことがいっぱい。正しく「感染

症」について知りしっかりと予

防と対策ができるよう、分かり

やすく具体的に解説されていま

す。この本を読んで、わが家の

衛生管理者になってみませんか。

日東書院本社

教育・娯楽

女性の平均寿命が85歳を超え

た今、老いを受け入れながらも

いずれ訪れる「おひとりさま」

生活への心構えや、「サラリー

マン」引退後の伴侶との生活を

快適に過ごすための知恵がちり

ばめられています。寄る年波に

あらがいながらも、たくましく

生きるシニア世代の妻の本音、

夫の本音がたっぷり詰まったお

すすめの爆笑エッセイです。

毎日新聞出版

一般書

人間味豊かな妻と夫の日常を描く
小川 有里著 /『強いおばさん弱いおじさん』

命は大切。でも、人は命をう

ばって食べる。命は大切。でも、

ときに人は、自分の命すら大切

にできない。どうして？子ども

たちに訪れる「こころの壁」に

向き合い、こころを強くするヒ

ントがつまった絵本シリーズ。

ものごとの「本質」をとらえ、

自分で考える「こころ」をはぐ

くみます。子どもはもちろん大

人にも読んでほしい絵本です。

汐文社

児童書

ロボットが人間の身の周りのすべての
世話をする近未来。便利になりすぎた
世界に「心」はあるのだろうか。急展
開なストーリーがたまらない１冊。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp



Public Hall
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

●上益城地区社会人権教育研究集会

「いのちをつなぐ」講演を開催

　９月28日（月）御船町で、上益

城地区社会人権教育研究集会が開催

され、啓発映画「あなたに伝えたい

こと」の上映とＮＰＯ法人「命をつ

なぐ会」代表理事・高濵伸一さんが

「子どもたちのいのちにありがと

う」と題し講演しました。

　啓発映画では、インターネットで

の差別的な書き込みで現在も根強く

残る結婚差別について描かれ、講演

会では、講師の高濵さんが大学生

だった息子さんを亡くし、その当時

人から言われてとても辛かった言葉

を紹介しました。

　高濵さんは「１つは、強く励ます

言葉『がんばりなさいよ』とか、他

人と比べるような言葉で、たとえば

『もっと不幸な人がいるのよ』とか

『あなただけが悲しいのではないん

ですよ』というようなことです」と

振り返りました。「反対に励まされ

た言葉は『自分を責めなくていいん

ですよ』と見守ってくれた人、私の

話を黙って聞いてくれた人など、側

にいてくれただけで嬉しく、とても

助けられました」と話しました。

　最後に「幸せの感じ方は１人ひと

り違います。私は、お金も大きな車

もいりません。息子が好きだったハ

ンバーグを私が作って食べさせてあ

げられたら…それが一番の幸せだと

思います」。いくつもの悲しみや苦

しみを経験された高濵さんに、“本

当の幸せ”とは何かを考えるよい機

会をあたえて頂きました。また、自

分の命に「ありがとう」と思える講

演会でした。

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
9
月
30
日
（
水
）
安
津
橋
健

康
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
「
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
」
で
、

第
２
回
町
民
大
学
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
30
人
は
、
さ
わ
や
か

な
秋
風
の
吹
く
中
、
３
コ
ー
ス

を
回
り
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
額
に
心
地
よ
い
汗
を

浮
か
べ
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ

イ
を
楽
し
み
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
出
る
た
び
に
歓
声
が
上
が

り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
上
位
入
賞
者

○
男
性

１
位
　
井
上
保
行
（
上
早
川
二
区
）

２
位

　
野
々
口
春
幸
（
府
領
区
）

３
位
　
荒
瀬
親
一
（
岩
下
二
区
）

○
女
性

１
位
　
中
嶋
テ
ル
子
（
中
横
田
区
）

２
位
　
藤
本
加
代
子
（
緑
町
区
）

３
位

　
本
田
美
代
子
（
上
早
川
二
区

）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼

第
２
回
町
民
大
学

「
洞
窟
探
検
を
し
よ
う
」

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲交流を深めながらグラウン

ド・ゴルフを楽しむ参加者

▲暗い洞窟を懐中電灯で照らし

ながら探検する子どもたち

▲

町民大学のご案内

　講演会「電気事故を防ぐには」

町民大学では、講演会を開催しま

す。たくさんの皆さんのご来場を

お待ちしています。

●開催期日

　11月18日（水）午前10時

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●講演

　演題「おうちの中で電気事故を

ふせぐには」

●講師

　網田友香さん（九州電力㈱熊本

東営業所ホームアドバイザー）

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　 klg110@town.kosa.lg.jp
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❖
が
ん
を
防
ぐ
に
は
日
ご
ろ
の
生

活
の
見
直
し
と
検
診
受
診
が
重
要

　
人
間
の
体
は
全
て
細
胞
で
で
き
て
い

ま
す
。
細
胞
は
普
通
に
生
活
し
て
い
る

だ
け
で
、
刺
激
や
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
刺
激
な
ど
で

傷
つ
い
た
細
胞
は
、
自
己
回
復
し
元
通

り
に
な
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
回
復
力
を
超
え
る
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
さ
ら
に
ダ
メ
ー
ジ
が

重
な
っ
た
り
大
き
く
な
っ
た
り
す
る

と
、
傷
つ
い
た
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
変

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
が
ん
細
胞
は
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
ま
す

　
が
ん
細
胞
は
、
初
め
は
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
増
殖
し
、
小
さ
な
腫
瘍

（
し
ゅ
よ
う
）
や
粘
膜
の
変
化
を
起
こ

し
ま
す
。
が
ん
細
胞
の
増
殖
は
止
ま
る

こ
と
が
な
く
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
増
殖

の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

が
ん
細
胞
は
周
囲
に
広
が
っ
た
り
、
ほ

か
の
場
所
に
転
移
し
た
り
し
て
、
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
が
ん
細
胞
を
作
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
が
ん
細
胞
は
正
常
な
細

胞
が
必
要
と
す
る
栄
養
を
奪
っ
て
し
ま

う
た
め
、体
が
衰
弱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
法

　
国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
掛
か

り
、
３
人
に
１
人
が
亡
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
研
究
か
ら
生

活
習
慣
や
生
活
環
境
の
見
直
し
に
よ
っ

て
予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

◯
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
か
条

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

　
避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治

　
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
す

　
ぐ
に
受
診
を

⑫
正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
る
こ

　
と
か
ら

　
全
部
位
の
が
ん
の
約
３
分
の
１
は
喫

煙
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
、
た
ば
こ
を
避
け
る
こ
と
で
が
ん
発

症
の
危
険
性
が
ぐ
ん
と
低
く
な
り
ま

す
。

　
ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
適
度

な
飲
酒
・
身
体
活
動
は
、
が
ん
予
防
の

み
で
な
く
、
ほ
か
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
が
ん
に
な
る

と
ど
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
あ
る
の

か
、
ど
ん
な
予
防
法
や
治
療
法
が
あ
る

の
か
な
ど
、
が
ん
を
身
近
な
病
気
と
と

ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
現
在
の
が
ん
検
診
に
よ
っ
て
早
期
発

見
が
で
き
る
が
ん
の
大
き
さ
は
約
１
㌢

で
す
。
１
㌢
の
が
ん
が
で
き
る
ま
で
に

は
10
〜
20
年
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
後

は
短
い
期
間
で
何
倍
に
も
大
き
く
な
り

ま
す
。

　
が
ん
を
身
近
な
病
気
と
と
ら
え
て
、

毎
年
が
ん
検
診
を
受
診
し
、
が
ん
か
ら

自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
町
で
は
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

◯
が
ん
検
診
期
間

　
11
月
26
日
（
木
）
〜
30
日
（
月
）

◯
受
け
付
け
時
間

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前
11
時

◯
場
所

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◯
検
診
項
目

　
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
肺

が
ん
検
診
、子
宮
頸（
け
い
）が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
、
腹
部
超
音
波
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
年
齢
・
性
別
に
よ
っ
て
受
診
で
き
る

検
査
項
目
が
異
な
り
ま
す
。
ま
だ
申
し

込
み
が
済
ん
で
な
い
人
も
追
加
で
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
と
生
活
習
慣
の
改
善
で

が
ん
か
ら
自
分
を
守
ろ
う
！

あ
ゆ
み
だ
よ
り

がん の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

体の中でゆっくりと増殖する恐ろ

しい病気のがん。がんを予防する

には、日ごろの生活習慣の見直し

と毎年がん検診を受けることが重

要です。今月、町ではがん検診を

実施しますので、ぜひ受診してが

んから自分の体を守りましょう。

今月の「あゆみだより」は

藤本 佑子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
11月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（月） 戸外遊び

４日（水） ままごと遊び

６日（金） 製作遊び

９日（月） 散歩

11日（水） お誕生会（要予約）

13日（金） お絵かき遊び

16日（月） 製作遊び

18日（水） おやつ作り

20日（金） 砂場遊び

25日（水） 園外活動（恐竜公園）

27日（金） シール遊び

30日（月） ブロック遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

11・12月の保健活動

　　11月19日（木）　午前９時

　　12月17日（木）　午前９時

　　11月19日（木）　午前10時

　　12月17日（木）　午前10時

　　12月４日（金）　午前９時30分

　　11月10日（火）　午後１時

　　12月８日（火）　午後１時

11月13日（金）　午前９時30分

　　11月10日（火）　午後１時20分

　　12月８日（火）　午後１時20分

　　11月17日（火）　午後１時30分

伊佐 海
かい り

里 くん（１歳）
　父・翼 さん　母・めぐみ さん

　（緑町区）

　やっと歩けるようになり

　毎日大変です　

榮 優
ゆ い か

衣香 ちゃん（１歳）
　父・章二 さん　母・久美子 さん

　（緑町区）

　我が家のアイドル !!

　みんなに愛されてます

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

６日（金） お庭で遊ぼう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

11日（水） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111

11
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▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTELTEL

▼
申
請
期
限

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

doctor

町税などの滞納処分（９月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

送

付

時

期

に

つ

い

て

臨

時

福

祉

給

付

金

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

日 曜 当 番 医

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
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▼
実
施
期
間

▼
電
話
相
談

TEL
▼
相
談
担
当
者

▼
相
談
内
容

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
平
成
27
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

仁田子に白壁の土塀に囲まれ

た西村家がある。その広い庭の入

り口にそびえている見事な碑が国

士西村展蔵顕彰碑である。

私は、終戦後、西村展蔵が郷

里に帰り甲佐町の発展に尽くして

いたことは、噂で知っていた。し

かし、国士と呼ばれ参議院議員の

迫水久常の碑文による顕彰碑がど

んな意味を持つのか分からなかっ

た。展蔵の長男・一生の著書『西

村展蔵の生涯』を基に、国士と呼

ばれるまでに活躍した足跡をたど

ることにした。

明治 22 年３月５日、津志田の

長田三蔵・シズの次男として生を

受け、向上心の旺盛な子ども時代

を過ごす。明治 42 年３月、熊本

師範学校を抜群の成績で卒業し、

同校の付属小学校に訓導として教

鞭を執る。教師としての評価も高

く、そのまま進めば栄光は約束さ

れていた。しかし、教育界にとど

まる意思は全く無く、明治 43年、

西村家のトヨと養嗣子縁組し結婚

した後、大正４年に東京遊学、千

駄木小学校で教鞭を執りながら、

日大の法律専門部に席を置き研さ

んを重ねる。大正６年４月８日、

長男の一生が誕生。同５月千駄木

小を依願退職して郷里に帰り、同

７年４月甲佐小学校の校長として

迎えられる。弱冠 29 歳であった

２年後の９年３月、同校を依願退職

している。この後、展蔵は教育界

から産業界に転身するが苦難の道

が待ち受けていた。次回につづく。

甲佐町の文化財探訪　～第 28回～

「国士西村展蔵顕彰碑 ( 敬称略 ) ①」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

▲

仁
田
子
の
国
士
西
村
展
蔵
顕
彰
碑

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　 klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

不
要
に
な
っ
た
水
銀
体
温
計

や
水
銀
血
圧
計
を
回
収
し
ま
す
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▼
検
査
の
拡
充
実
施
日

▼
通
常
の
検
査
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
開
催
日
時

▼
会
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

商
工
祭

文
化
祭

そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
開
催
日
時

▼
場
所

▼
対
象

▼
受
講
料

▼
講
師

▼
申
し
込
み
期
限

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

無
料
検
査
を
11
月
26
日
実
施

外
国
人
講
師
と
楽
し
く
学
べ
る

英

会

話

教

室

を

開

催

12月４日（金）～10日（木）は甲佐町「人権週間」です

Informations

ｉ
お
知
ら
せ

■町民集会と法律相談を開催します

　12月４日（金）～ 10日（木）は、甲佐町「人権週間」
です。
　同週間は憲法で保障する基本的人権の尊重と町民
の人権意識の高揚を図ることを目的に、同実行委員
会、町、町教育委員会が集会やパレードなどを開催
します。そのほか、町内の小中高生の啓発作品を町
生涯学習センター・ホールなどに展示します。
　法律相談では、弁護士が法律にまつわるさまざま
な相談を受け付けますので、ぜひご利用ください。
●町民集会

▼開催日時
　12月５日（土）午前９時

▼会場
　町生涯学習センター

▼内容
　人権に関する講演会や作文の発表など

●法律相談

▼開催日時
　12月７日（月）午前９時～正午

▼会場
　町民センター

▼お問い合わせ先
　町民センター
　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2459
　 klg116@town.kosa.lg.jp

▼

前
回
の
町
民
集
会
の
様
子

平
成
27
年
度
産
業
文
化
祭
を

11

月

８

日
（

日

）

開

催

ｅ
開
催
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▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
開
催
日
時

▼
内
容

▼
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
募
集
期
限

▼
熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記

　

念
写
真
展

・
開
催
日

・
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

○
こ
ん
な
言
葉
に
要
注
意

○
振
り
込
め
詐
欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～11月～
 Event

ｒ
募
集

熊
延
鉄
道
１
０
０
周
年
記
念

写

真

展

の

写

真

を

募

集

ｃ
く
ら
し
安
全

振

り

込

め

詐

欺

が

多

発

し

て

い

ま

す

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

　

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

▼期間　11月８日（日）～23日（月）

　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447　 klg110@town.kosa.lg.jp

10
月
の
展
示
会

　「
乙
女
小
学
校
全
学
年
の
作
品
」

トピックス

　 　
　９月27日（日）川平キャンプ
場で『甲佐町史』歴史研修会が
開催され、16人が参加しました。
　講師の中田雄一さん（同史生
物編担当）の指導の下、昔と今
の緑川を比べるために、水質検
査や水の中に棲む生物などを採
集。検査の結果、現在はきれい
な状態だということが分かりま
した。

●９月27日（日）
　甲佐町史研修会を開催

糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

11

月

29

日
（

日

）

開

催
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

台
風
も
運
よ
く
逸
れ
て
穂
は
実
り
今
か
今
か
と
稲
刈

り
を
待
つ 

緒
方　

明
美

い
つ
と
な
く
秋
は
来
に
け
り
裏
庭
の
秋
明
菊
の
蕾
ふ

く
ら
む 

塚
原　

暁
益

露
草
も
揃
っ
て
咲
け
ば
賑
や
か
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

大
き
な
力 

清
田
ひ
で
子

散
歩
路
に
真
っ
赤
に
咲
け
る
彼
岸
花
風
も
涼
し
く
秋

の
訪
れ 

赤
星　

文
子

露
天
湯
に
迷
い
入
り
来
し
蜻せ
い
れ
い蛉
は
人
か
ら
人
に
声
掛

け
ら
る
る 

森
田　

房
恵

慣
れ
し
手
で
お
世
話
下
さ
る
介
護
士
に
父
は
甘
え
て

話
か
け
居
り 

赤
星　

延
子

墓
参
し
て
見
上
ぐ
る
空
に
鱗
雲
田
の
畦
見
れ
ば
彼
岸

花
咲
く 

塚
本　

俊
子

離
れ
住
む
姉
の
電
話
は
長
々
と
独
り
暮
ら
し
を
紛
ら

わ
す
ご
と 

内
田
乃
武
子

家
屋
敷
み
な
濁
流
に
流
さ
る
る
テ
レ
ビ
映
像
唖
然
と

見
お
り 

上
村
や
す
美

異
常
な
る
暑
き
夏
に
も
柿
の
実
は
小
さ
き
ま
ま
に
た

わ
わ
に
実
る 

吉
永
由
紀
子

敬
老
の
日
に
離
れ
住
む
孫
ら
よ
り
「
長
生
き
し
て

ね
」
と
メ
ー
ル
が
届
く 

池
田
キ
ヨ
子

銀
杏
樹
は
空
を
お
ほ
い
て
蝉
時
雨
ふ
る
な
か
墓
碑
の

香
煙
上
る 

上
村　

か
ず

嫌
い
だ
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
ち
ぎ
れ
雲
は
て
な
き
秋

の
空
に
漂
う 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
祭
り
」

豊
作
で
祭
り
太
鼓
も
良
く
響
く 

林　
　

雅
之

あ
ち
こ
ち
の
人
が
集
ま
る
村
祭
り 

　

古
閑
チ
ヨ
ミ

歳
老
い
て
祭
り
囃
子
を
遠
く
聞
く 

　

布
田　

愛
子

夏
祭
り
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
り
出
す 　

森
田
千
鶴
子

　
　
　

「
い
ら
い
ら
」

国
民
の
い
ら
い
ら
暑
さ
だ
け
で
な
い 

清
川
み
ど
り

い
ら
い
ら
の
口
実
設
け
旅
に
出
る 

本
田
長
久
子

い
ら
い
ら
と
鮨
詰
め
の
秋
レ
ス
ト
ラ
ン 

安
浪　

ア
キ

国
会
の
審
議
い
ら
い
ら
募
る
だ
け 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

秋
で
す
ね
ェ　

朝
昼
晩
て
着
替
え
な
ん 

広
田
み
ど
り

秋
で
す
ね
ェ　

シ
ッ
ク
な
ド
レ
ス
見
て
る
だ
け 

下
山　

千
恵

秋
で
す
ね
ェ　

お
腹
の
虫
も
目
を
覚
ま
し 

志
垣　
　

光

秋
で
す
ね
ェ　

旅
行
の
プ
ラ
ン
練
る
も
良
し 

佐
藤　
　

葵

秋
で
す
ね
ェ　

夜
空
の
星
も
澄
ん
で
来
る 

北
畑　

公
美

秋
で
す
ね
ェ　

故
郷
の
祭
り
思
い
出
す 

木
村　

陽
菜

秋
で
す
ね
ェ　

吊
し
柿
で
ん
作
ろ
う
か 

布
田
か
ん
な

秋
で
す
ね
ェ　

隣
も
サ
ン
マ
焼
き
よ
ら
す 

平
井
や
よ
い

秋
で
す
ね
ェ　

体
重
計
ァ
嘘
言
わ
ん 

長
原　

産
賀

秋
で
す
ね
ェ　

雲
の
流
れ
に
癒
さ
る
る 

佐
野
し
ょ
う

秋
で
す
ね
ェ　

夜
長
の
読
書
目
の
冴
え
る 

光
永　
　

六

秋
で
す
ね
ェ　

意
気
込
み
む
な
し
ダ
イ
エ
ッ
ト 

井
元
あ
ざ
み

秋
で
す
ね
ェ　

ふ
と
里
心
く
す
ぐ
ら
れ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

霜
月 

〜

10月３日（土）オータム・ジャズ・コンサート（町生涯学習センター・ホール）

※
10
月
号
に
掲
載
し
た
短
歌
に
つ
い
て
お
詫
び
と
訂
正 

（
誤
）
夏
祭
り
大
輪
咲
か
す
花
火
師
の
苦
労
を
思
い

　
　

枝
に
酔
い
た
り 

池
田
キ
ヨ
子

（
正
）
夏
祭
り
大
輪
咲
か
す
花
火
師
の
苦
労
を
思
い

　
　

技
に
酔
い
た
り 
池
田
キ
ヨ
子

　

作
者
な
ら
び
に
読
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。　

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
陽
差
し
が
、

校
舎
の
窓
か
ら
あ
ふ
れ
る
廊
下
の
影
。

は
に
か
み
な
が
ら
、
歩
み
寄
る
来
訪

者
に
明
る
く
あ
い
さ
つ
す
る
生
徒
た

ち
。
授
業
中
の
教
室
で
は
、
や
や
余

り
気
味
の
机
を
挟
ん
で
先
生
と
向
き

合
い
、
素
直
に
会
話
を
つ
む
ぐ
。

　

「
今
春
に
赴
任
し
て
き
て
、
本
校

の
生
徒
た
ち
の
優
し
さ
と
真
っ
直
ぐ

さ
に
、
い
つ
も
癒
や
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
、
甲
佐

高
校
の
山
下
由
美
校
長
。「
福
祉
や

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
、
そ
し
て
普
通
科
も
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
、
地

域
で
も
世
界
で
も
広
く
活
躍
で
き
る

人
と
な
る
よ
う
、
甲
佐
町
の
自
然
と

環
境
の
良
さ
を
生
か
し
た
教
育
で
、

教
職
員
も
生
徒
た
ち
も
共
に
学
ん
で

い
き
ま
す
」
と
意
気
に
燃
え
る
。

　

取
材
を
終
え
て
正
門
を
通
り
抜
け

る
と
、
誰
も
い
な
い
校
門
に
向
か
っ

て
静
か
に
一
礼
し
、
学
舎
を
後
に
す

る
生
徒
た
ち
の
背
中
。
色
づ
き
始
め

た
校
内
の
銀
杏
が
ま
ぶ
し
い
。 （
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

中横田　田上くらん　女　　将　

仁田子　丸山　一
い っ き

輝　男　義　輝

大　町　美濃　奏
かな

人
と

　男　和　行

西寒野　姉川　開
かい

陸
り

　男　　藍　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,289 △５

女 5,882 △21

計 11,171 △26

世帯数 4,302 △７

平成27年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

９月11日（金）～10月10日（土）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①里芋は、よく水洗いして水気

を軽く切っておきましょう。

②十分に湯気の上がった蒸し器

で①を串がすっと通るくらい

やわらかくなるまで蒸します。

③粗熱がとれたら皮をむき、里

芋を食べやすい大きさに切り

ます。

④合わせダレの調味料は、砂糖

のざらつきがなくなるまでよ

く混ぜておきましょう。

⑤里芋に④の合わせダレをから

めたら出来上がりです。ゴマ

が偏らないように注意してく

ださいね。

※のどが弱い人は、里芋のぬめ

りがのどを刺激するので、

ちょっと控えめに食べたほう

が良いでしょう。

　　ねっとりとした独特な味わ

いがなんとも言えない里芋の煮

物は、おふくろの味の代表格と

も言えますね。

　里芋のぬめり成分ムチンは、

消化を助ける働きがあるので毎

日少しずつ取ると便秘に悩まな

くて済みそうです。

　また、里芋に含まれるガラク

タンは、免疫力を高めるためが

ん細胞の増加を抑えます。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

里芋のゴマよごし

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　神奈川県　森中　将崇

　　妻　坂　谷　境　　沙織

　　夫　熊本市　阿野　　遼

　　妻　船　津　井芹　瑠美

材料（４人分）

里芋 ……………………４～５個
※合わせダレ
すり黒ゴマ ……………大さじ４
砂糖 ……………………大さじ２
しょうゆ …………大さじ１～２
塩 ……………………ひとつまみ

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

岩　下　 田ヤエ子　95　ヤエ子

西寒野　小島ツルヱ　84　　 　

大　町　白梅　タツ　98　武　信

下横田　本田　波江　95　　授　

上　揚　松村　 人　92　君　子

岩　下　内山　義晴　88　タミヱ

上早川　山田須磨子　75　誠　逸

［



　

「
特
産
品
レ
シ
ピ
で
甲
佐
町
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
、
中
で
も

難
し
い
と
言
わ
れ
る
ニ
ラ
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、

甲
佐
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
委
員

長
・
酒
井
静
香
さ
ん
（
２
年
）
と

副
委
員
長
・
上
野
和
さ
ん
（
同
）。

　

同
高
の
委
員
会
の
1
つ
と
し
て

環
境
美
化
活
動
な
ど
に
取
り
組
み

つ
つ
、
今
年
度
は
ニ
ラ
を
使
っ
た

加
工
食
品
開
発
に
着
手
。
か
り
ん

と
う
や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
の

レ
シ
ピ
作
り
に
挑
ん
で
い
る
。

　

「
最
初
は
、
ニ
ラ
が
味
と
香
り

を
強
く
主
張
し
た
出
来
で
失
敗
ば

か
り
」
と
振
り
返
る
酒
井
さ
ん
。

し
か
し
「
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

柔
ら
か
い
感
じ
の
風
味
が
引
き
出

せ
て
、
緑
の
色
合
い
も
鮮
や
か
な

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
が
で
き
ま
し

た
」
と
上
野
さ
ん
は
胸
を
張
る
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
体
育
祭
で
の
お
も

て
な
し
や
「
甲
佐
蚤
（
の
み
）
の

市
」
へ
の
参
加
な
ど
で
、
ニ
ラ
の

ス
イ
ー
ツ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
。「
美
味

し
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ

改
良
中
。
来
年
は
ニ
ラ
料
理
に
も

挑
戦
し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
、

「
11
月
７
日
（
土
）
の
甲
佐
高
文

化
祭
と
８
日
（
日
）
の
町
の
産
業

文
化
祭
で
も
出
品
す
る
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で

呼
び
掛
け
る
。

　

今
年
95
周
年
を
迎
え
た
同
高
は
、

「
教
職
員
と
生
徒
が
共
に
成
長
し
、

一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
見
つ
け
て

組
み
合
わ
せ
、
生
徒
全
員
を
伸
ば

す
「
共
育
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
山
下
由
美
校
長
。
伝

統
と
特
色
あ
る
新
し
い
取
り
組
み

を
調
和
さ
せ
た
教
育
で
、
昨
年
度

か
ら
就
職
率
も
進
学
率
も
１
０
０

㌫
を
達
成
。「
地
元
で
は
当
た
り

前
だ
と
感
じ
る
甲
佐
町
の
自
然
や

地
域
の
良
さ
に
生
徒
た
ち
が
気
付

き
、
自
由
な
発
想
発
見
で
魅
力
を

発
信
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
」

と
山
下
校
長
。
同
高
の
3
年
間
で

「
人
と
し
て
、
地
域
と
世
界
に
つ

な
が
る
学
び
を
大
切
に
」
と
考
え
る
。

　

同
高
の
魅
力
を
「
行
事
に
生
徒

全
員
で
盛
り
上
が
る
と
こ
ろ
や
、

先
生
と
率
直
に
話
し
合
い
が
で
き

る
と
こ
ろ
」
と
２
人
は
紹
介
。
明

る
い
あ
い
さ
つ
に
あ
ふ
れ
る
学
び

舎
か
ら
、
未
来
に
向
け
て
生
徒
た

ち
は
大
き
く
は
ば
た
く
。
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こうさ広 報

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
教
育
で

生
徒
全
員
の
光
る
特
色
を
伸
ば
す

甲佐高校の委員会活動として、

本町の特産品ニラを活用した

スイーツの開発に挑戦。レシ

ピを考案してイベントなどで

披露し本町のＰＲに取り組む。

Kosa
Style
こうさ スタイル

甲佐高校家庭クラブ
Kosa Highschool Katei Club

〔甲佐高校〕


